
1

四條畷市受動喫煙防止条例

望まない受動喫煙から子どもたちを守り、すべての人が健やかに暮らすまちへ

2019年６月
四條畷市

世界禁煙デー2019 大阪・記念の催し
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1.1 地理的条件

大阪府の北東部に位置し、市域面積の３分の２

を北生駒山地が占める緑豊かなまち。

１. 四條畷市の地域特性

1.2 人口動態【面積・人口】

１８．６９㎢ ・ 55,705人

（2019年3月末現在）
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1. 四條畷市の地域特性

1.３ 産業構造

農業：水稲

商業：駅前の商店街、大型ショッピングモール

工業：住宅地として発展してきたため、工業・製造業の事業所数は少ない。

市長：東 修平（あずま しゅうへい）

2017年1月就任（当時28歳）
※外務省、野村総研インドを経て、全国最年少市長

副市長：林 有理（はやし ゆうり）

2017年10月就任（当時37歳）
※リクルートにてSUUMO編集長を経て全国公募。

1,700人の応募から採用

日本一若いTOP１・２筆頭に
「日本一前向きな市役所」をめざして推進中！！

1.4 その他
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1. 四條畷市の地域特性

1.5 日本一前向きな市役所になるために

様々な取り組みを実施

①採用試験WEB面接の導入

③LINE@道路情報
提供システム

②証明書QRコード決済
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2. 条例制定に至るまで

2.1 背景（経過）

①喫煙（受動喫煙）は、あらゆる人の健康に悪影響を及ぼすことが明
らか

②子ども・子育て支援アクションプラン

2018年3月策定

職員PTによる子育て施策の検討（市民・職員アンケート実施）

⇒40事業の子育て支援重点プロジェクト

うち、路上喫煙禁止のマナー条例制定事業（生活環境）

③2018年度市政運営方針

「受動喫煙防止の考え方を整理し、受動喫煙にさらされることのない
よう不特定多数の方が出入りする施設等において、受動喫煙防止に
向けたルール等を定める条例の制定に向けて取り組む」
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■平成30年5月に実施した「受動喫煙および路上喫煙に関する民アンケート」の主な結果
(20歳以上の市民3,000人を無作為抽出し、アンケートを郵送。1,135人から回答)

喫煙による健康への
悪影響を

認識している人

多数の人が利用する公共的な空間の
受動喫煙対策に賛成する人

路上での喫煙をやめて
ほしいと考えている人

2. 条例制定に至るまで

93.3%

92.5% 80.0%

2.２ 市民アンケート
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2. 条例制定に至るまで

2.3 条例の目的

市民の健康づくりに寄与し、受動喫煙の健康被害をなくす、子育て
しやすいまちづくり

2.4 パブリック・コメント

2018年8月15日から9月14日までの間で意見公募

意見提出件数：68件（過去最高）の賛成と反対

2.5 市議会全員協議会

2018年11月19日開催 総論賛成と各論反対？

2.6 12月定例市議会

2018年12月3日即決
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① 子どもが健やかに育つ環境づくりと市民の健康づくりの推進（条例前文）

② 条例施行は２段階

２０１８年１２月施行、喫煙・罰則規制は２０１９年１０月１日に全面施行

③ 加熱式たばこも規制対象

④ 路上喫煙の全面禁止

道路（生活道路を含む）や公園における路上喫煙（歩きたばこ含む）を禁止

⑤ 禁煙施設と分煙施設

・禁煙施設：子ども及び妊婦が主に利用する公共的施設（こども園、小中学
校など）

・分煙施設：多世代の市民が利用する施設（総合体育館、文化施設など）

⑥ 公共的空間における喫煙ルール

⑦ 罰則規定

駅周辺など路上喫煙重点禁止区域内の喫煙者に対して、罰則（過料
1,000円）を規定 ※禁煙・分煙施設内の違反喫煙も罰則対象

3. 条例概要
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3. 条例概要
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・ 禁煙外来医療費助成制度（５月１５日受付開始）

禁煙に挑戦する市民を応援

①保険適用での診療費・薬剤費の自己負担額の１／２（上限額は１万円）

②先着１００名

• 受動喫煙防止宣言の事業者認定制度（創設予定）

条例の理念に賛同する企業や事業所を認定しホームページで公表

4. 受動喫煙防止事業
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ご清聴ありがとうございました。

まちと自然、人と人の程よい距離。

私も子どもも、のびのびと。

「市全体」が「自然体」でくらせるまち。


